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 理事長・学長会見を行いました  
 
 2025年 3 月 27日（木）18:00から、市ヶ谷本部の会議室において、理事長・学長会見を行いました。わ
ずか 20 分という短い時間ではありましたが、あらかじめ知らせておいた３つの質問に対する、林理事長・
大貫学長からの回答をまず聞き、それに対して質疑応答を行うという形で意見交換が行われました。 
 
１．理事長に対する質問と回答 
 
① 1 月 31 日付で全教職員向けに発せられた「本法人
への令和 6 年度私立大学等経常費補助金不交付の決
定について」の文書中において、日本私立学校振興・
共済事業団から，「ガバナンス強化が不十分であり，
管理運営に適正を欠く」ことを理由に補助金不交付継
続決定を受けた旨の記載がありました。前回の不祥事
以降、「大学運営の正常化に努め，執行体制を刷新す
るなど改革」に取り組まれてきた点は、教職員組合と
しても認識を同じくするところですが、それにもかか
わらず、なぜ上記の理由のもとで同じ処分が下された
のか、いささか腑に落ちないところもあります。本件
について、法人と文部科学省とのあいだでどのような
やりとりがあったのか、また、大学の社会的信頼回復
含め、補助金不交付是正に向けどのような取り組みを
今後進めていく見通しなのか、 理事長の見解をお聞
かせください。 

② 令和 7 年度以降の補助金部分的交付実現に向けて、
さらなるガバナンス改革を進めていくことと思いま
すが、そうしたガバナンス改革の中において教学部門
の独立性を確保すること、あるいは各学部の教授会の
意思と自主性を最大限尊重した教学運営等、新しい寄
附行為下においてガバナンス改革と教学優先の原則
の両立をどのように図ろうとしているのか、理事長の
見解をお聞かせください。 

③ 2025 年度の一般入試出願者数については 2 年ぶり
に 9 万人台に回復したものの、総合教育機関として
の活力の源は付属校の存在にあると思われます。付属
校についても、先の不祥事等に起因する受験者数への
影響や、教職員の長時間労働問題の持続等、多くの課
題が山積していますが、先の会見以降どのような取り
組みをなされてきて、その成果はどのような形で現れ
たか。また付属校の現場で働く教職員の状況を是正す
るためにどのような取り組みが今後必要だとお考え
なのか、理事長の見解をお聞かせください。 

 

理事長 皆様に補助金交付について，ご心配とご迷惑を
おかけしました。重量挙部等における金銭不祥事の問
題は昨年発覚しましたが，弁護士対応を含め，きちん
と体制を整えました。保護者の方からの問合せに対し
て真摯に対応し，最終的な調査結果は，ホームページ
においても公表しましたので，私どもはきちんと対処
したつもりでございました。その件に関しまして，昨
年来，二人の常務理事，総務部長が何度も文科省に足
を運びましたが，今回の不交付ということになりまし
て，私どもも非常に残念に思っているところでござい
ます。 

  私学事業団からは改善に努めて進めていると思う
ものの、競技部においてさらに問題が指摘されている
のは、全ての改善がまだ不十分ということであり、過
去から続いている問題を含めて、新たな重大な問題は
もう起きない程度まで改善が進んでいるとは言えな
いという、見解が出されました。本学といたしまして
は、アメフト部の違法薬物事件以来、きちんとガバナ
ンス体制の見直しに努めてきましたが、このようなこ
とになり、本当に残念でございますが、本当に昨年来
からきちんと対応は続けてまいりました。また、内部
統制組織も設置しておりまして、今後も組織改善に向
けた意識を常に持ちながら取り組んでまいります。併
せて、ご存知のように新聞広告をいたしまして、本学
のイメージアップといことにも、心がけている最中で
ございます。何とか、ご理解いただきたいと思ってお
ります。 

   管理運営につきましては、ガバナンス改革が重要
でありますが、もちろん、教学の独立性を維持するこ
とも重要だと思っています。それはバランスを考えな
がらおこなっていきますが、幸い、学長とは両輪の輪
としてきちんとコミュニケーションがとれておりま
すので、一つ一つ解決していくことが可能と考えてお
ります。双方のバランスに留意しながら、これからも
取り組んでいきたいと思っております。 

   付属校の志願者増加につきましては、取り組みと
して、保護者にメッセージカードを配布したり、大学
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の取り組みについて説明したりしました。そのことが
増加に直接つながったと言えるかわかりませんが、一
定の効果を上げたと思います。付属校の志願者数につ
いてご説明いたしますと、高校全体では、昨年度と比
較すると、11.5％増加いたしました。中学校全体では
昨年度と比較すると、10.1％増加いたしました。特に、
昨年来、非常に減少していた女子生徒の志願者が増え
たということで、中高ともに、胸をなでおろしている
ところでございます。 

   付属校の現場で働く教職員の状況を是正するため
に、どのような取り組みが必要でしょうかということ
にお答えをいたします。付属校教員の長時間労働につ
いては、私たちも認識しておりますけれども、その大
きな原因として部活動が挙げられると考えておりま
す。ご存知のように、スポーツ庁が部活動の地域移行
を唱えております。その動向を見極めながら解決策を
立案していこうと考えております。本学に限らず、こ
れは、共通した大きな課題でございますので、スポー
ツ庁が唱える部活動の地域移行の様子を見ながら考
えていきたいと解決策を検討しております。 

 
２．質疑応答 
 
組 合 ありがとうございます。少し追加で伺いますけ
れど、現在、理事長と学長の両輪で改革が進んでいる
とのことですが、具体的にガバナンス改革と教学の両
立というのはどんなどのようなもので、具体的にどの
ような改革を進めようとしているのかをお話しいた
だきたい。 

理事長 私どもは管理運営からそれを支えるような形
でいろいろ改革を進めたいと思っております。具体的
な説明は、この後、学長から説明があります。 

組 合 先ほどの回答において、高校教員の長時間労働
に関して、大変心配をされ、また共感も頂きうれしく
思っています。とはいえ、部活動の取り組み方は、団
体交渉等においては、スポーツ庁の方を見ましょうと
いう回答のまま、ここ 4 年ほど棚上げ状態で止まっ
ております。昨年も団体交渉では、部活動についても
取り組んでいきたいとの回答がありましたので、ぜひ
大学をあげて、高校の部活動のあり方について検討を
進めていただければと思います。ただ、その際に、大
きな問題となるのが財源と思われます。例えば、外部
に部活動を移行するような形をとった場合、各付属の
財政状況に応じてといった回答になるケースが多く
みられます。その場合、結局何も進まないということ
になりますので、財源的な裏づけも含めて話し合いを
進めていただければと思います。 

理事長 それにつきましては、これからの団体交渉など
で、協議していきたいと思っております。 

 

３．学長に対する質問と回答 
 
① 1 月 31 日付で全教職員向けに発せられた「本法人
への令和 6 年度私立大学等経常費補助金不交付の決
定について」の文書中において、不交付決定とともに
「令和７年度も不交付であることを決定したもので
はない」「部科校の教育研究活動に影響が出ることの
無いよう」財源措置を講じる旨の記載がありましたが、
教育研究活動にどのような影響が出ることを懸念さ
れて対策を講じられたのか、また令和 7 年度以降の
影響抑止に向けた取り組みとしてどのような対策を
お考えなのか、学長の見解をお聞かせください。 

② 「教学に関する基本方針」とそれと伴う「アクショ
ンプラン」に即して 3/7付で提示された「学長方針」
においては、基幹教員制度に基づく部科校の枠を超え
た学位プログラム構築や教育リソースの構築、９０分，
１００分，１０５分が混在する授業時間統一が謳われ
ています。昨年度の会見では各学部の教授会の意思と
自主性を最大限尊重した教学運営という方針につい
て回答いただきましたが、上記方針のあいだの関係性
について、学長の見解をお聞かせください。 

③ 昨年度の会見では、高校教員の長時間労働の現状に
ついて「人事部にすでに検討を指示させていただいて
いる」との回答がありましたが、この 1年のあいだ具
体的にどのような指示を行い、どのような成果がみら
れたのかについて、残念ながら昨年度の団体交渉中で
も十分に明らかにされませんでした。高校教員の長時
間労働是正の取り組みとその成果、そして今後の取り
組みの必要性やその見通しについて、学長の見解をお
聞かせください。 

 
学 長 1 つ目でございますけども、本法人に対しての
令和 6 年度の私立大学経常費補助金不交付の決定に
関しまして、私からの回答といたしましては、令和 6
年度の予算を、補助金の一部を交付されるということ
を見込んで、編成をしておりましたけれども、結果的
に不交付となりまして、大変なご心配をおかけしてい
るという認識でございます。予算に関しまして、この
ままでございますと、予算で想定した教育研究を学校
で執行するための財源が確保できなくなりますので、
そのような事態を大学として回避するために、理事会
におきまして、当該の財源を財政調整積立金から調整
させていただくということで承認をいただいている
ところでございます。結果的には、財源はしっかりと
確保させていただいてございますので、当初予算で計
上したとおりの計画で執行できるものと理解してお
ります。また、令和 6年度に学長に就任させていただ
いて以来、林理事長とともに、組織の管理運営体制を
整備してきておりますが、今後も気を緩めることなく、
迅速に情報把握と共有に努めて、適切な判断のもと、
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指揮命令ができる組織の運営に取り組んでいきたい
という所存でございます。 

   2 つ目は授業時間の統一に関するご質問をいただ
いていますが、今年度において、すべての学部を回ら
せていただきましたが、各学部の学生ともいろいろお
話をさせていただく機会というのが多数ございまし
た。その中で、本学の学生が日本大学に関して何を求
めますかという質問をさせていただきましたけれど
も、特に他学部の学生さんとの交流を求めているとい
う声が強く聞かれました。授業という点でいうと、学
生から他学部の授業の授業を受講したいというよう
な意見もかなり多くございました。そのような観点、
また本学の強みを最大限に発揮するということから、
他学部の学生をできるだけ受講しやすい環境をつく
るということが大学として望ましいのではないかと
いうことでございます。そのために、学事日程の統一
や授業時間の統一というものが、学生のニーズに応え
る要望に応えるという観点からは望ましいと考えて
いるところでございます。また、将来的な話にはなり
ますが、日本大学の魅力創出につきましては、新たな
学位プログラムということも考えていく必要がある
と思っております。このような観点からも、授業の時
間割や学事日程の統一は非常に重要になると考えて
おります。さらに、大学認証評価の観点からも、全学
的な視点というのが一番問われているところでござ
いますので、授業時間割の統一や学事日程の統一を、
引き続き、検討していく必要があるのではないかと考
えているところでございます。 

   3つ目のところは、高校教員の方の長時間労働に関
して、林理事長からもご説明がございましたけれども、
私の方からもご回答させていただきたいと思います。
理事長とのご説明の内容と重複するところもござい
ますけれども、長時間労働の一番の大きな要因という
のは部活動ではないかと考えているところもござい
ます。本学といたしましては、スポーツ庁の動向等も
いろいろと見ているところでございまして、スポーツ
庁が部活動の地域移行を唱えて以来、その動向を見据
えながら解決策を立案しているところでございます。
同じような回答が続いているとのことですが、本学だ
けではなく、他校においても同じような問題を抱えて
いるのではないかという認識でございます。なかなか
決定的な解決方法というのがいまだに打ち出されて
いない、見えていないというところもある中で、私ど
もといたしましては、スポーツ庁が唱える部活動の動
向や地域移行の様子も伺いながら、本学の対応という
のも引き続き検討させていただきたいと考えていま
す。人事部にも今ご説明させていただいたことを前提
に検討するように求めておりますので、先ほど財源と
いうお話もございましたけれども、引き続きそういっ
たこともあわせて、検討させていただきたいと思って

おります。 
 
４．質疑応答 
 
組 合 ありがとうございました。幾つか伺わせていた
だきますが、経常費補助金が全額カットになっている
状況をいち早く打開し、改善していくということが切
実な思いではあります。一つ伺いたいのが、財政調整
積立金によって補填されている状況ですが、この積立
金の財源というのはどういう形で確保されるものな
のでしょうか。 

学 長 財政調整積立金の考え方についてですか。 
組 合 そうではなく、財政調整積立金の仕組みなどで
す。 

法 人 今のご質問に正確に答えられる者が出席して
いません。 

法 人 今のお話も含めて、今後の団体交渉でまた説明
や対応させていただきます。 

組 合 令和 7年度に経常費補助金が交付になるように
するために、どのような対策や取り組みが現在進めて
いるのかを、説明いただけませんか。 

学 長 令和 6年度においても既に様々な改善や改革を
しており、私どもといたしましては、令和 6年度から
補助金が交付いただけるような形で、動いてきたつも
りではございます。大変残念な結果にはなりましたけ
れども、今年度、3 月 25 日に、大学認証評価の適合
をいただいております。大学としてしっかりとした対
応をしているということを対外的に認識はいただい
ていると理解をしておりますので、この適合というの
が令和 7 年度の補助金の一部回復等に向けて、プラ
スの方向に働くのではないかと思っております。私ど
もといたしましては、林理事長と共同でやらせていた
だいた教学のところと管理運営部門と、しっかりと両
輪で大学運営をさらに進めさせていただくこととい
うのが、補助金の交付にもつながることだと信じてお
りますし、それを認証評価の方では評価いただけてい
ると理解しております。 

理事長 私どもは、31回にわたり、改善改革会議をおこ
なっており、その答申は、まもなくホームページでも
公開されます。私どもがきちんとおこなっているとい
うことについては、世間にも公表していきたいと思っ
ております。 

組 合 全学での統一した学事日程や時間割の設定に
ついてですが、学部が多いなかでなかなか大変なこと
だろうとも思います。各学部の教授会での審議状況や
意見交換の状況なども踏まえて、これから検討いただ
けると思いますが、現状においてどのような見通しで
進められているのでしょうか。 

学 長 学生の要望もございますので、可能な限り早く
とは思っているところでございますけれども、一方で、
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学部様の方でカリキュラム改定のタイミング等もご
ざいます。そういったことも踏まえると、学部の状況
ということも考慮しつつ、無理のない範囲で統一をし
ていくというのがよろしいのかなと思っております。
繰り返しになりますけれども、やはり本学を選んでく
れた学生のニーズにおいて、他学部との連携ですとか、
他学部の方との交わりというのは非常に強く求めら
れております。引き続き学部のご協力もいただきなが
ら、そのような方向に進めるように検討してまいりた
いと思っています。 

組 合 学長方針を 3月 7日付で出されていますが、共
通時間割もそうですけれども、新しい学位プログラム
に関しても、複数学科にまたがってですとか、多様な
形で対応を考えられているところは、理解ができまし
た。しかし、例えば、学生目線で他学部の履修をする
ということでしたら、相互履修制度など他の方策もあ
り得ます。また、学位の形に関しても、学部ごとに副
専攻など多様な取り組みがあります。このような状況
の中で、この新しい学位プログラムの導入によるデメ
リットの部分に関して、どのような形で各学部の意見
を吸い上げながら進められる予定なのか、今の段階に
おいて、学長はどのようにお考えなのでしょうか。 

学 長 メリットに関しまして、今後の専門というのは
複数分野にまたがるというような形で、一つの学問体
系を学ぶだけではなく、隣の分野も知っておいた方が
よろしいだろうということで、イノベーション人材で
も、恐らく複数の分野にまたがるものを言われている
のではないかと理解をしています。デメリットに関し

ては、共通時間割という観点でも、各学部のキャンパ
スが分散していること、その地域性も考慮しなければ
いけないこと、学生がどのくらいの範囲から通ってき
ているのかなど、学部、特にキャンパスの特殊性とい
うのがあることも理解はしております。授業時間割を
合わせると言いましても、例えば開始時間や帰宅時間
についても、地域性を考慮する必要があると思います。
これらに関する意見も、学部からいただきながら検討
していただく必要があると思っております。分散型の
キャンパスでのデメリットというのがそういったと
ころには出てきているのではないかと理解はしてお
ります。これについては、ご負担がないような形で解
決方法を探っていきたいと思っております。 

組 合 時間ですので終わりたいと思うのですが、一つ
お願いがございます。我々の団交にぜひ理事の皆さん
のご出席をいただきたいと切実に思っております。今
の時代、イノベーション人材の話も同様ですけれども、
様々なステークホルダーが集まって協議することに
よって組織がブラッシュアップしていくという時代
だと思います。団交に常務理事の皆さんもぜひご参加
いただいて、我々の要望を受け止めていただきたいと
思っております。この点についても、ぜひご検討くだ
さい。お願いいたします。 

法 人 ありがとうございました。時間ですので、そろ
そろよろしいでしょうか。 

組 合 はい。 
理事長・学長 皆さん、今日はわざわざありがとうござい
ました。

 
以上 

 
日本大学教職員組合の活動などは以下のホームページでご覧いただけます。また、ご意見、ご加入に関するお

問い合わせは以下のメールアドレスまでお願いいたします。 

 
 
 

日本大学教職員組合ホームページ 
https://union-nihon.sakura.ne.jp 

Eメール 
nichidai.kumiai@gmail.com 

  


